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間
も
な
く
平
成
が
31

年
の
幕
を
閉
じ
、

令
和
の
時
代
と
な
り
ま
す
。

弊
社
は
平
成
２
年
創
業
以
来
、
長
ら

く
こ
の
時
代
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま

し
た
。

今
年
で
創
立
30

周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
本
号
で
は
、
昔
か
ら
ス
カ
イ

を
知
っ
て
い
る
方
も
最
近
ス
カ
イ
を

知
っ
た
方
に
も
、
簡
単
に
弊
社
の
歩

み
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

■
ス
カ
イ
創
業
の
背
景

昭
和
か
ら
平
成
に
な
っ
た
時
期
は
、

木
材
産
業
に
と
っ
て
は
大
変
動
を
予

感
さ
せ
る
厳
し
い
業
界
情
勢
で
し
た
。

当
時
、
そ
の
中
に
あ
っ
た
「
Ｓ
社
」

「
Ｋ
社×

２
」
「
Ｙ
社
」
は
、
昭
和

63

年
ご
ろ
よ
り
、
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業

参
入
へ
の
協
議
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
２
年
Ｓ
Ｋ
Ｙ
設
立
登

記
。
こ
の
時
期
は
、
所
謂
「
バ
ブ
ル

崩
壊
」
の
直
前
期
に
あ
た
り
ま
す
。

世
の
中
は
景
気
後
退
に
よ
る
住
宅
着

工
数
の
減
少
、
大
工
職
を
は
じ
め
と

す
る
職
人
不
足
等
が
顕
著
と
な
り
、

弊
社
も
創
業
直
後
の
困
難
の
中
で
、

新
し
い
挑
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

社
名
で
あ
る
『
Ｓ
Ｋ
Ｙ
』
の
由
来
は
、

実
は
４
社
の
頭
文
字
イ
ニ
シ
ャ
ル
の

語
呂
あ
わ
せ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
右
上
に
あ
る
ス
カ
イ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
Ｋ
の
４
本
線
は
、
創
業
４

社
（
Ｓ
・
Ｋ
・
Ｋ
・
Ｙ
）
を
表
し
て

い
ま
す
。

平
成
３
年
に
は
、
静
岡
県
天
竜
市
船

明
（
現
：
浜
松
市
・
船
明
羽
柄
工
場
）

に
て
本
社
屋
と
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を

竣
工
し
、
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
プ
レ
カ
ッ
ト
需
要
の
拡
大
と

共
に
、
平
成
16

年
、
本
社
機
能
を
現
・

豊
岡
本
社
工
場
へ
移
転
し
ま
し
た
。

こ
の
移
転
を
皮
切
り
に
、
豊
岡
エ
リ

ア
（
２
工
場
）
、
船
明
エ
リ
ア
（
４

工
場
）
の
計
６
工
場
体
制
と
な
り
、

関
東
エ
リ
ア
（
営
業
所
、
デ
ポ
機
能
）

含
め
、
現
在
総
勢
約
190

名
の
社
員
に

て
「
ス
カ
イ
プ
レ
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
に
至
る
ま
で
に
は
、
逆
風
順
風

は
じ
め
、
様
々
な
状
況
を
経
験
し
ま

し
た
が
、
な
ん
と
か
30

周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
、
協
力
業
者
各
位
、
得

意
先
各
位
、
ま
た
働
く
社
員
や
そ
の

家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、

心
よ
り
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
ス
カ
イ

日
本
で
は
、
人
口
減
少
が
進
む
一
方

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
、
こ

の
国
の
平
和
イ
メ
ー
ジ
が
国
際
社
会

に
定
着
し
た
事
に
よ
り
、
外
国
人
観

光
客
や
移
民
、
外
国
人
労
働
者
が
増

え
て
い
ま
す
。

平
成
と
い
う
時
代
は
、
ま
さ
に
グ
ロ

ー
バ
ル
な
価
値
観
の
多
様
化
が
進
ん

だ
時
代
で
し
た
。

今
後
プ
レ
カ
ッ
ト
に
お
い
て
も
需
要

構
造
の
変
化
が
進
み
、
そ
れ
に
対
す

る
柔
軟
な
適
応
力
が
必
要
で
す
。

弊
社
で
も
、
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
と
い
う
新
た
な
挑
戦
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
に
て
詳

細
掲
載
）
。

社
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
令
和
時

代
に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
よ
う
、

ス
カ
イ
創
業
の
精
神

（
Ｓ
）
信
頼
の
輪
を
築
く
こ
と

（
Ｋ
）
協
力
を
旨
と
す
る
こ
と

（
Ｙ
）
約
束
は
必
ず
守
る
こ
と

を
改
め
て
心
に
誓
い
、
日
々
精
進
し

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
と

も
に
、
社
是
／
社
訓
の
一
つ
で
あ
る

「
時
代
に
あ
っ
た
商
品
の
開
発
と
提

供
を
使
命
と
す
る
こ
と
」
を
改
め
て

こ
こ
に
掲
げ
、
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

営
業
本
部　
　
　
　

小
島　

崇 スカイ創業の精神／スカイの三原則

平成9年3月撮影

平
成
と
共
に
歩
ん
だ
ス
カ
イ　

　
　

新
た
な
令
和
の
時
代
へ　

ス
カ
イ
は
変
わ
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ナ

ギ
ラ

創業の精神
Ｓ︓信頼の輪を築くこと。
Ｋ︓協力を旨とすること。
Ｙ︓約束は必ず守ること。

の 三 原 則
１、新流通体系の担い手たること。
２、工場から現場へ物流短絡化を進めること。
３、時代にあった商品の開発と提供を使命とすること。
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２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前
に

控
え
、
建
築
業
界
に
一
時
的
な
追

い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
業
界
で
は
依
然

と
し
て
人
手
不
足
が
続
い
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。

総
務
省
が
５
年
ご
と
に
行
っ
て
い

る
国
勢
調
査
で
は
、
１
９
９
５
年

に
76

万
人
い
た
大
工
職
人
が
、
２

０
０
０
年
に
は
64

万
人
に
、
２
０

１
０
年
に
は
39

万
７
千
人
ま
で
減

少
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
２
０

年
に
は
21

万
１
千
人
ま
で
落
ち
込

む
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
将
来
的
に
も
大
工
職
の
減
少

数
は
、
新
た
に
大
工
職
と
な
る
人

と
比
べ
、
約
10

倍
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
工
職
人
の
高
齢
化
が
進
み
、
技

術
の
継
承
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
中
、

今
後
の
施
工
現
場
で
は
、
よ
り
少

な
い
大
工
職
人
で
も
対
応
可
能
な
、

施
工
性
の
高
い
工
法
が
求
め
ら
れ

て
い
く
筈
で
す
。

サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
に
端
を
発
し
、

施
工
不
備
に
よ
る
建
築
基
準
法
違

反
に
ま
で
発
展
し
、
大
き
く
世
間
を

騒
が
せ
た
レ
オ
パ
レ
ス
シ
ョ
ッ
ク
。

同
社
は
会
見
を
開
き
、
原
因
を

『
施
工
業
者
に
渡
し
て
い
る
図
面

と
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
合
性
の

不
備
』
と
し
、
『
コ
ス
ト
削
減
や

工
期
短
縮
を
狙
っ
た
意
図
的
な
手

抜
き
で
は
無
い
』
事
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

真
偽
は
と
も
か
く
、
今
回
の
レ
オ

パ
レ
ス
の
事
例
だ
け
で
無
く
、
施
工

に
関
わ
る
状
況
は
益
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
き
ま
す
。
大
工
職
人
の
確

保
が
よ
り
難
し
く
な
っ
て
い
く
中
、

今
後
は
コ
ス
ト
と
工
期
の
圧
縮
を

実
現
す
る
為
の
よ
り
高
い
施
工
性

が
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

弊
社
で
は
こ
う
し
た
将
来
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
く
為
に
、
今
後

も
様
々
な
取
り
組
み
・
商
品
の
開

発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

施
工
現
場
の
実
情

 
施
工
現
場
の
実
情

 

構
造
材
プ
レ
カ
ッ
ト
に
続
き
、
羽

柄
材
プ
レ
カ
ッ
ト
の
普
及
率
も
上

昇
し
ま
し
た
。
羽
柄
材
の
プ
レ
カ

ッ
ト
は
、
間
違
い
な
く
現
場
で
の

施
工
性
が
上
が
り
ま
し
た
。
現
在
、

弊
社
受
注
物
件
に
お
け
る
羽
柄
材

プ
レ
カ
ッ
ト
の
付
帯
率
は
約
９
割

ま
で
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
更
に
現
場
で
の

作
業
効
率
を
高
め
る
為
、
弊
社
で

は
羽
柄
材
プ
レ
カ
ッ
ト
の
指
定
梱

包
を
開
始
す
べ
く
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

指
定
梱
包
と
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
『
層
別
』
『
屋
根
面
別
』

に
加
え
、
『
間
柱
の
外
部
・
内
部
』

や
『
開
口
部
材
別
』
『
各
通
り
別
』

等
、
よ
り
現
場
施
工
が
し
や
す
い

梱
包
づ
く
り
の
事
で
す
。

羽
柄
材
プ
レ
カ
ッ
ト
の
指
定
梱
包

づ
く
り
は
、
機
械
加
工
後
に
図
面

を
基
に
、
手
作
業
に
て
選
別
作
業

を
行
な
う
の
が
一
般
的
で
す
。

し
か
し
弊
社
で
は
、
新
ソ
フ
ト
の
導

入
に
よ
り
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
М
の
連

動
を
基
に
、
デ
ー
タ
・
加
工
の
段
階

で
指
定
部
材
の
選
別
を
可
能
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
少
な
い
人
員
で

も
時
間
を
か
け
ず
に
指
定
梱
包
の

作
成
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

在
来
工
法
の
間
取
り
の
自
由
性
は

そ
の
ま
ま
に
、
『
耐
震
性
能
』
・

『
断
熱
性
能
』
と
も
に
高
く
、
こ

れ
ま
で
の
現
場
施
工
と
比
較
し
た

場
合
、
工
期
も
約
２
週
間
ほ
ど
短

縮
化
が
可
能
な
『
在
来
軸
組
パ
ネ

ル
工
法
』
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
工
法
は
、
木
造
構
造
材
の
柱

間
の
開
口
部
に
、
枠
材
・
間
柱
・

合
板
・
断
熱
材
で
構
成
さ
れ
る
壁

パ
ネ
ル
を
使
用
す
る
事
で
、
先
程
説

明
し
た
『
耐
震
性
能
・
断
熱
性
能
・

施
工
期
間
短
縮
』
が
図
れ
ま
す
。

■
大
工
職
人
の
減
少

■
施
工
不
備

 

～
レ
オ
パ
レ
ス
問
題
に
見
る
～

ス
カ
イ
の
取
り
組
み
①

﹁
現
場
施
工
に
沿
っ
た

 
羽
柄
材
梱
包
づ
く
り
﹂

弊
社
で
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ

ソ
フ
ト
を
基
に
、
既
存
の
プ
レ
カ

ッ
ト
加
工
設
備
を
使
用
し
、
壁
パ

ネ
ル
材
の
部
材
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工

を
行
う
事
が
出
来
ま
す
（
枠
材
・

間
柱
：
羽
柄
ラ
イ
ン
）
（
合
板
・

断
熱
材
：
合
板
ラ
イ
ン
）
。
パ
ネ

ル
の
割
付
図
・
組
立
図
も
プ
レ
カ

ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ
か
ら
は
き
出
し
を
行

い
、
そ
れ
を
基
に
パ
ネ
ル
の
組
立

を
行
う
事
が
出
来
ま
す
。

在
来
軸
組
パ
ネ
ル
工
法
は
、
既
に

プ
レ
カ
ッ
ト
発
生
時
か
ら
存
在
し
、

唱
え
つ
づ
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

現
在
に
至
り
、
今
後
間
違
い
な
く

施
工
現
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
弊
社
は
、

市
場
に
求
め
ら
れ
る
商
品
の
開
発

を
行
い
、
信
頼
さ
れ
る
ス
カ
イ
仕

様
の
パ
ネ
ル
を
作
成
し
て
い
く
為

に
、
市
場
調
査
を
は
じ
め
、
効
果

的
な
工
場
生
産
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

ス
カ
イ
の
取
り
組
み
②

﹁
在
来
軸
組
パ
ネ
ル
工
法
﹂

―
 

そ
し
て
、
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
？ 

―
 

　

―
 

そ
し
て
、
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
？ 

―
 

　
　

生
産
本
部　
　
　

 

木
俣　

敦
志
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今
年
の
10

月
に
実
施
さ
れ
る
消
費

税
率
10

％
へ
の
引
き
上
げ
を
前
に
、

政
府
は
増
税
後
に
住
宅
を
購
入
し

た
場
合
で
も
、
そ
れ
を
緩
和
す
る

為
の
支
援
策
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

次
の
４
施
策
で
す
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡
充

現
行
の
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
つ
い

て
、
控
除
期
間
を
３
年
間
（
10

年

→
13

年
）
延
長
。
（
建
物
購
入
価
格

の
消
費
税
２
％
分
減
税
（
最
大
）
）

②
す
ま
い
給
付
金
の
拡
充

対
象
と
な
る
所
得
階
層
を
拡
充
。

対
象
者
：
現
行
の
510

万
円
か
ら
775

万
円
以
下
に
上
限
を
拡
大
。

給
付
額
も
現
行
の
30

万
円
か
ら
最

大
50

万
円
に
引
き
上
げ
（
年
収
に

応
じ
て
10

万
～
40

万
円
の
増
額
）

③
次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト

一
定
の
省
エ
ネ
性
、
耐
震
性
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
性
能
や
家
事
負
担
の

軽
減
に
資
す
る
住
宅
の
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
に
対
し
、
商
品
と
交
換

可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
。

新
築
最
大
35

万
円
相
当
、
リ
フ
ォ

ー
ム
最
大
30

万
円
相
当
（
特
例
あ
り
）

④
贈
与
税
の
非
課
税
枠
は
最
大
３

０
０
０
万
円
に
拡
大

現
行
は
最
大
１
２
０
０
万
円

弊
社
で
は
、
４
号
物
件
や
木
造
３

階
建
て
物
件
で
必
要
と
な
る
各
種

計
算
（
Ｎ
値
計
算
・
壁
量
計
算
・

許
容
応
力
度
計
算
）
を
お
請
け
し

て
い
ま
す
。

耐
震
・
耐
風
等
級
の
指
定
が
あ
る

物
件
に
つ
い
て
も
、
プ
ラ
ン
に
応

じ
て
仕
様
規
定
・
許
容
応
力
度
計

算
の
何
れ
か
で
検
討
し
ま
す
。

こ
う
し
た
指
定
が
あ
る
場
合
は
、

耐
力
壁
の
量
と
配
置
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
為
、
事
前
に
プ
ラ

ン
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
必
要
で
あ

れ
ば
意
匠
設
計
を
考
慮
し
た
上
で
、

耐
力
壁
の
追
加
や
門
型
フ
レ
ー
ム

の
使
用
等
を
ご
提
案
し
ま
す
。

ま
た
木
構
造
の
経
験
豊
富
な
構
造

計
算
事
務
所
と
連
携
し
、
木
質
ラ

ー
メ
ン
フ
レ
ー
ム
を
用
い
た
大
空

間
プ
ラ
ン
（
事
務
所
・
保
育
園
等

々
）
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
に
つ
い
て
も

万
全
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
弊
社
で
は
、
各
種
計
算
に
併

せ
た
プ
レ
カ
ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
力
と

い
う
緊
密
な
情
報
共
有
が
成
立
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
土
台
配
置
や

継
ぎ
手
位
置
が
反
映
さ
れ
た
基
礎

図
の
提
供
、
強
度
指
定
材
の
手
配
、

プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
、
建
て
方
と
各
工

程
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
耐
力
面
材
・

金
物
類
に
つ
い
て
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
発
注
・
納
品
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
各
種
計
算
の
対
応
強
化

に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は

特
に
４
号
物
件
に
お
け
る
Ｎ
値
計

算
・
壁
量
計
算
の
要
望
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
設
計
者
に
よ
る
確
認
・

責
任
の
も
と
で
申
請
提
出
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
責

任
分
担
を
採
る
事
で
設
計
側
と
弊

社
で
の
Ｗ
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
確
実
な
間
違
い
の
無

い
建
築
物
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

今
後
も
各
種
構
造
計
算
の
結
果
を

正
確
に
反
映
し
た
プ
レ
カ
ッ
ト
加

工
を
行
い
、
安
心
・
安
全
な
構
造

体
の
供
給
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

各
種
計
算
業
務
に
関
す
る
ご
相
談
は

各
営
業
担
当
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

営
業
技
術
本
部　
　

河
村 

和
彦

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う

 
 
住
宅
取
得
・
改
修
支
援

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う

 
 
住
宅
取
得
・
改
修
支
援

﹃
構
造
計
算
業
務
﹄
は
︖

 
 
 
 
設
計
事
務
所
・
設
計
士
と
の
連
携
と
役
割
分
担

﹃
構
造
計
算
業
務
﹄
は
︖

 
 
 
 
設
計
事
務
所
・
設
計
士
と
の
連
携
と
役
割
分
担

物件内容 計算内容

Ｎ値計算

壁量計算

●耐震・耐風等級指定 仕様規定
（チェック内容︓耐力壁量＆バランス、床倍率、接合部（横架材・柱材）、基礎、梁成）

●3階建て
●耐震・耐風等級指定 許容応力度計算

●大空間プラン
（事務所・保育園　等々） 木質ラーメンフレーム、トラス使用

●ＣＬＴ工法 ルート1～ルート3

●4号物件

次
世
代
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
抑
え
る
べ
き
点
！

今
回
の
次
世
代
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
で
は
、
若
者
・
子
育
て
世
帯
が

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
、
条
件

を
満
た
せ
ば
、
ポ
イ
ン
ト
の
上
限

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
特
例
が
あ
り

ま
す
。
特
例
が
適
用
さ
れ
る
と
最

大
で
上
限
が
60

万
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
（
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
）
。

ま
た
、
増
税
後
の
制
度
と
思
わ
れ
て
い

る
方
が
多
い
で
す
が
、
新
築
契
約
を

２
０
１
９
年
４
月
以
降
に
行
い
、
10
月

以
降
の
引
渡
し
で
も
ポ
イ
ン
ト
は
発
生

し
ま
す
。
増
税
を
待
た
ず
に
ポ
イ
ン

ト
が
発
生
し
ま
す
の
で
お
忘
れ
無
く
。

弊
社
で
は
、
確
認
申
請
書
類
作
成
か

ら
構
造
計
算
、
耐
震
等
級
、
長
期
優

良
住
宅
・
低
炭
素
認
定
住
宅
・
Ｚ
Ｅ

Ｈ
の
申
請
書
類
作
成
を
請
け
負
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
プ
レ
カ
ッ
ト
材
の
み
な
ら
ず
、

断
熱
材
や
宅
配
Ｂ
Ｏ
Ｘ
、
手
入
れ
し

や
す
い
お
手
洗
い
と
い
っ
た
リ
フ
ォ

ー
ム
発
行
ポ
イ
ン
ト
に
該
当
す
る
商

品
の
取
り
扱
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
海
営
業
部　
　
　

花
田 

裕
弘
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今
号
は
、
〝
ス
カ
イ
で
一
番
熱
い
男
〟

建
築
事
業
部　

副
部
長
『
月
見
里
淳
』

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

●
担
当
業
務
は
何
で
す
か
？

大
工
さ
ん
の
休
憩
時
間
に
お
邪
魔
し
て
、

楽
し
く
話
を
す
る
事
で
す
♪(

冗
談
半
分

本
気
半
分…

)

建
築
事
業
部
は
、
設
計(

意
匠
・構
造)

か

ら
施
工
管
理
、
ア
フ
タ
ー
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
私
は
主
に
、
大
工
さ
ん
の
手
配
と

現
場
の
段
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

●
建
築
事
業
部
立
ち
上
げ
か
ら
、
こ
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
苦
労
し
た
こ
と
は
？

最
初
は
な
か
な
か
慣
れ
ず
、
計
画
通
り

に
工
程
が
進
ま
な
か
っ
た
り
、
職
人
さ
ん

が
集
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
業

務
は
臨
機
応
変
さ
が
必
要
だ
と
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
職
人
さ
ん
が
集

ま
っ
て
く
れ
た
と
し
て
も
、
仕
事
が
無
け

れ
ば
、
職
人
さ
ん
た
ち
の
生
活
が…

と

思
う
と
い
つ
も
胃
が
痛
く
な
り
ま
す
。

●
こ
の
仕
事
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
？

建
築
の
最
初
か
ら
完
成
ま
で
一
連
の
流
れ

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
プ
レ
カ
ッ
ト
は
家
づ

く
り
の
一
部
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
プ
レ
カ
ッ
ト
の
重
要
性
も
解
り
ま
し

た
。
プ
レ
カ
ッ
ト
製
品
は
家
が
完
成
し
た
ら

隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
見
え
な
い
と
こ
ろ

だ
か
ら
こ
そ
一
切
の
手
抜
き
を
し
て
は
い
け

な
い
、
信
頼
が
な
け
れ
ば
お
客
様
は
離
れ
て

し
ま
う
。
人
間
関
係
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え

ま
す
よ
ね
。
自
分
は
「
ど
う
し
た
ら
よ
り

良
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

か
」
と
い
う
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
誠
実
に
手
抜
き
せ

ず
、
全
力
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い

れ
ば
、
自
然
と
人
は
集
ま
っ
て
く
る

…

最
近
は
そ
ん
な
風
に
思
い
ま
す(

笑)

●
今
後
の
目
標
は
？

今
は
未
だ
営
業
支
援
と
し
て
の
部
署
で
す

が
、
今
後
も
続
く
職
人
不
足
の
対
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
、
大
工
育
成

も
ス
カ
イ
の
役
割
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

個
人
的
に
は
「
こ
ん
な
物
件
あ
る
け
ど
や

る
か
？
」
「
手
が
空
い
て
る
け
ど
、
仕
事

あ
る
か
？
」
「
人
が
足
り
な
い
か
ら
応
援

来
れ
る
か
？
」　

そ
ん
な
時
ま
ず
〝
月
見

里
に
聞
い
て
み
よ
う
！
〟
と
思
い
出
し
て

頂
け
る
よ
う
な
人
間
に
な
る
こ
と
で
す
。

●
最
後
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
楽
し
み
は
？

日
々
、
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
取
し
、

筋
ト
レ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
毎
日
体
重
計

に
乗
り
、
良
い
数
字
だ
と
娘
が
褒
め
て
く

れ
る
ん
で
す
♪　

娘
以
外
、
褒
め
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
の
で…

…

。(

涙)

今
年
も
、
新
入
社
員
が
２
名
入
社
し

ま
し
た
。
現
在
研
修
中
で
す
が
、
吸

収
力
が
早
く
、
非
常
に
羨
ま
し
い
限

り
で
す
。
自
分
に
も
こ
ん
な
時
代
が

あ
っ
た
の
か
と
思
う
と
、
時
間
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
間
を
大
切
に
、
日
々

業
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

一
酔
三
幸
寮
主

確
か
に
、
悪
夢
の
よ
う
な
「
民
主

党
政
権
時
代
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
「
誰
に
と
っ
て
の
」
と

い
う
語
句
が
無
い
の
で
、
こ
こ
で

し
っ
か
り
確
認
し
て
お
こ
う
。

「
自
民
党
に
と
っ
て
」
で
し
か
無

い
の
で
あ
る
。
い
わ
ん
や
「
国
民

に
と
っ
て
」
で
は
絶
対
に
無
い
。

例
え
ば
、
経
済
指
標
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
で
も
、
決
し
て
悪
夢
の
よ
う

な
数
値
で
は
無
か
っ
た
。
た
だ
、

株
価
の
み
が
印
象
と
し
て
強
い
数

値
を
示
し
て
い
る
だ
け
。

異
次
元
の
金
融
緩
和
と
、
株
式
市

場
へ
の
異
常
な
公
的
・
準
公
的
資

金
の
投
入
に
よ
っ
て
、
株
価
が
保

た
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

原
点
に
帰
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、

民
主
主
義
の
維
持
と
拡
大
を
基
調

と
し
て
強
固
な
も
の
に
据
え
つ
け

て
い
く
為
に
は
、
政
権
交
代
は
絶

対
に
必
要
な
作
業
と
機
会
で
あ
る

事
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

権
力
の
交
代
は
、
島
国
で
あ
る
日

本
と
、
そ
こ
に
住
む
事
を
必
然
と

す
る
日
本
人
に
と
っ
て
、
結
果
的

に
良
い
方
向
を
産
み
出
し
て
来
た
。

島
国
で
あ
り
、
又
そ
れ
な
り
に
高

度
な
社
会
規
律
を
共
有
し
て
い
る

国
は
、
他
に
イ
ギ
リ
ス
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
国
は
ア
イ
ル
ラ
ン

こ
だ
わ
り

　
　〝
職
人
〟紹
介

ド
に
国
境
と
い
う
分
断
線
を
持
っ

て
い
る
。

そ
れ
は
歴
史
経
緯
の
中
で
、
ど
の

よ
う
に
統
一
国
家
の
骨
格
が
出
来

上
が
っ
た
か
と
い
う
点
で
、
基
本

的
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

ほ
ぼ
、
唯
一
、
日
本
の
み
が
統
一

領
土
に
同
一
民
族
（
百
％
で
は
無

い
が
）
の
存
在
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
形
は
、
大
き
な
抑
圧
に
よ
る

分
断
の
強
制
力
が
働
か
な
い
限
り
、

崩
壊
す
る
も
の
で
は
無
い
。

即
ち
、
日
本
で
は
、
政
権
交
代
と

い
う
権
力
移
動
は
、
新
し
い
波
動

を
呼
び
起
こ
し
こ
そ
す
れ
、
分
断

混
迷
に
よ
る
民
族
分
裂
な
ど
起
こ

ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
政
治
勢

力
間
の
相
互
刺
激
と
向
上
心
の
競

争
に
よ
っ
て
、
長
い
眼
で
見
れ
ば
、

必
ず
発
展
の
方
向
に
向
か
う
。

日
本
人
は
、
世
界
史
に
登
場
し
た

三
世
紀
以
後
、
地
方
群
小
勢
力
の

競
合
と
統
合
を
繰
り
返
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

洋
の
東
西
、
歴
史
の
今
昔
を
見
渡

し
て
、
権
力
を
保
有
し
て
い
る
勢

力
側
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
も
権

力
を
失
う
事
が
恐
ろ
し
い
こ
と
な

の
だ
。
そ
れ
は
、
長
期
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
惰
性
と
し
て
坐
り
心
地

の
良
い
椅
子
を
手
離
し
た
く
は
無

い
も
の
だ
。

し
か
し
、
与
党
が
与
党
ら
し
く
、

野
党
が
野
党
ら
し
く
所
作
を
振
る

舞
う
為
に
は
、
「
議
会
全
体
が
権
力

な
の
だ
」
と
い
う
意
識
を
、
議
会

人
と
し
て
の
常
識
と
し
て
欲
し
い
。

だ
か
ら
、
政
権
交
代
は
民
主
主
義
の

成
熟
度
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

あ
る
こ
と
を
、
国
民
全
体
の
常
識

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

自
民
党
が
「
悪
夢
」
と
し
た
野
党

時
代
に
、
彼
等
は
一
体
何
を
学
ん

だ
の
だ
ろ
う
か
？

多
分
、
権
力
か
ら
離
れ
た
虚
脱
と

も
言
え
る
無
力
感
の
み
を
覚
え
、

「
正
し
い
与
野
党
の
姿
と
は
何
か
」

な
ど
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
与
党
に
よ

る
「
権
力
し
が
み
つ
き
」
が
、
将

来
の
日
本
を
危
う
く
す
る
根
源
な

の
だ
ろ
う
と
思
う
。

折
し
も
新
元
号
が
「
令
和
」
と
さ
れ

た
。
漢
籍
か
ら
か
、
国
書
か
ら
か

等
と
不
毛
の
註
釈
論
議
が
一
時
期

あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
文
字
自
体

が
漢
字
と
い
う
外
来
文
化
な
の
だ
。

論
じ
て
い
る
人
達
の
狭
苦
し
い
文

化
意
識
で
は
「
総
体
の
和
」
な
ど

永
久
に
実
現
出
来
な
い
。

い
わ
ん
や
、
そ
の
人
達
に
強
く
支

持
さ
れ
て
い
る
政
権
の
軛
な
ど
、

取
り
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

編 

集 

後 

記

残
さ
れ
た
時
間
は
・
・
・

　
　
　
　
　

日
本
の
未
来
へ
の
憂
い

く
び
き


